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一 、 は じ め に  

  清 代 の 塩 専 売 制 度 に お い て 、 地 方 政 府 は 塩 の 販 売 計 画 を 完 遂 す る 義 務

を 中 央 政 府 に 要 求 さ れ た 。 塩 の 生 産 地 で あ る 四 川 省 は 、 四 川 ・ 雲 貴 ・ 湖

広 な ど の 地 域 に 塩 を 販 売 し た 。 塩 専 売 の 基 本 制 度 は 官 側 が 商 人 に 与 え る

塩 引 と い う 証 明 書 に 基 づ い て い た の で あ る 。 具 体 的 に は 、 政 府 が 塩 場 ・

商 人 の 姓 名 ・ 運 輸 ル ー ト ・ 販 売 地 ・ 運 輸 の 塩 の 重 量 な ど を 塩 引 に 載 せ 、

商 人 は 税 金 を 納 付 し た 後 、 塩 引 を 官 庁 か ら 受 け 取 り 、 指 定 さ れ た 塩 場 で

塩 を 支 給 し て も ら い 、 運 輸 の 過 程 で 沿 道 の 関 と 販 売 地 官 庁 に お い て 塩 引

と 塩 の 審 査 を 受 け る 。 重 量 ・ 運 輸 ル ー ト な ど 全 て 塩 引 と 合 致 す る 場 合 に

は 通 関 で き 、そ の 際 に 審 査 済 の 証 拠 と し て 截 角（ 改 札 ） 1を す る 。四 回 の

截 角 を 経 て か ら 販 売 で き る の で あ る 。  

  前 稿 に お い て 筆 者 は 四 川 塩 (川 塩 )の 雲 南・貴 州 省 (雲 貴 )に お け る 運 銷 制

度 (運 輸 と 販 売 制 度 )に つ い て 論 述 し た 2。 塩 商 の 納 税 証 明 書 と し て の 官 側

に 与 え ら れ た 塩 引 は 運 銷 の 後 に 考 成 (中 央 政 府 の 地 方 官 僚 に 対 す る 業 績

審 査 )の 証 拠 と し て 官 側 に よ っ て 時 限 通 り に 回 収 し な け れ ば な ら な い が 、

雲 南 ・ 貴 州 の 交 通 が 不 便 で あ る こ と か ら 商 人 の 運 銷 に 長 い 時 間 を 要 し 、

そ の た め 塩 引 回 収 に 遅 れ 、 四 川 官 僚 の 奏 銷 (中 央 に 対 す る 財 政 決 算 )に 間

に 合 わ な い 恐 れ が あ る 。 従 っ て 、 四 川 省 官 僚 は 貴 州 省 内 ま で 運 輸 す る 塩

                                                        
1  截 角 法 は 明 清 時 代 の 塩 ・ 茶 の 専 売 制 度 に お け る 販 売 証 の 改 札 制 度 で あ る 。 清

代 塩 法 で は 、一 枚 の 塩 引 に は 四 つ の 角 が あ る 。商 人 が 官 庁 で 税 金 を 納 付 し 、塩

引 を も ら う 際 、納 税 済 の 証 明 と し て 、官 僚 に よ っ て 一 角 目 を 切 っ て も ら い 、次

に 塩 廠 で 塩 を も ら っ た 際 に 、二 角 目 を 切 っ て も ら い 、続 い て 塩 廠 に 出 る 際 、運

輸 の 重 量 の 審 査 を 受 け る 。パ ス し た 場 合 に は 三 角 目 を 切 っ て も ら い 、定 め ら れ

た 運 輸 ル ー ト に 沿 っ て 、定 め ら れ た 販 売 地 の 官 庁 で の 最 終 の 審 査 を 受 け る 。パ

ス し た 場 合 に は 四 角 目 を 切 っ て も ら う 。出 典：林 振 翰  『 塩 政 辭 典 』  十 四 畫  第

九 頁  中 州 古 籍 出 版 社 、 1 9 8 8 年  
2  謝 祺  「 清 代 咸 豊 以 前 の 滇 黔 辺 岸 に お け る 川 塩 の 運 銷 制 度 に つ い て 」『 名 古

屋 大 学 東 洋 史 研 究 報 告 』 第 4 0 号 、 6 9－ 1 0 2 頁 。  
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引 に 対 し て は 四 川 辺 境 に お い て 截 角 を 行 い 、早 期 に 回 収 し た 。雍 正 年 間 、

こ の 運 銷 方 法 が 正 式 に 確 立 さ れ た 。 そ の 後 、 四 川 辺 境 で の 截 角 を 廃 止 す

る と い う 雲 貴 両 省 の 提 案 に 対 し 、 四 川 省 側 は 断 固 と し て 反 対 し た 。 雲 貴

両 省 は 入 境 す る 川 塩 に 対 し 、奏 銷 の 義 務 が 無 く 、課 税 し か 求 め な か っ た 。

貴 州 省 は 四 川 省 の 辺 境 で 行 わ れ る 截 角 を 利 用 し 、 貴 州 に 入 境 す る 川 塩 を

小 売 で 販 売 さ せ 、 四 川 省 が 発 行 し た 証 明 書 を 無 効 化 し た 。 そ し て 有 効 納

税 証 明 の な い 塩 に 対 し 、 私 塩 ・ 官 塩 を 問 わ ず に 課 税 し た 。 運 銷 制 度 は 地

方 官 僚 に よ っ て し ば し ば 変 革 さ れ て お り 、 中 央 に 定 め ら れ た 財 政 収 入 定

額 に 満 足 し さ え す れ ば 、 地 方 官 僚 の あ る 程 度 の 自 主 性 が 中 央 に 容 認 さ れ

て い た こ と が 分 か る 。  

清 代 最 初 は 湖 広 地 方 (湖 北 ・ 湖 南 )の 全 体 が 淮 塩 (江 蘇 省 の 塩 )の 販 売 区 と

し て 定 め ら れ 、 川 塩 が 侵 入 し た 場 合 は 違 法 の 私 塩 と な っ た 。  

筆 者 は 川 塩 の 湖 北 市 場 へ の 合 法 的 な 進 出 の 経 緯 に つ い て 考 察 し 、 川 塩

の 貴 州 に お け る 運 銷 制 度 の 変 革 の 経 緯 と 比 較 し た 上 、 地 方 官 僚 の 自 主 的

な 制 度 改 革 に 対 す る 中 央 政 府 の 容 認 の 限 界 と 原 則 の を 試 み る 。  

 

二 、 川 塩 の 淮 塩 湖 北 販 売 区 へ の 進 出 の 始 ま り  

従 来 、湖 広 は 淮 塩 の 販 売 区 で あ り 、そ の 塩 政 は 両 淮 塩 政 に よ る 管 理 を 行

わ れ て い た 。 し か し 、 四 川 か ら 侵 入 し て き た 私 塩 も 存 在 し 、 官 側 に 警 戒

さ れ て い た 3。雍 正 六 年 、四 川 夔 州 府 に お い て 勝 手 に 開 削 さ れ た 私 塩 井 が

多 く 、 産 量 は 過 去 の 十 数 倍 に 及 ん だ 。 夔 州 府 は 湖 北 省 の 帰 州 ・ 巴 東 県 ・

興 山 県 と 隣 接 し て お り 、 こ の 三 つ の 州 県 は 従 来 淮 塩 を 食 用 し て い る が 、

運 輸 コ ス ト が 高 い の で 、 価 格 が 高 い 。 夔 州 雲 陽 は こ れ ら の 土 地 と の 距 離

も 遠 く な く 、 ま た 塩 が 多 く 、 価 格 も 安 い の で 、 四 川 総 督 岳 鐘 琪 は 帰 州 巴

東 ・ 興 山 二 県 の 住 民 は 雲 陽 に 往 復 し て 運 輸 ・ 販 売 す る こ と を 禁 じ る こ と

は で き な い 。 岳 鐘 琪 は 以 上 の 事 情 を 報 告 す る と と も に 雲 陽 県 官 ・ 私 塩 井

の 塩 を 本 来 の 塩 引 定 額 以 外 に 増 加 し て 巴 東 ・ 興 山 の 民 に 食 用 さ せ 、 四 川

省 で 塩 引 を 買 う 一 方 で 、 淮 塩 塩 引 定 額 を 削 減 し て 四 川 省 に よ っ て 運 銷 を

                                                        
3  方 志 遠  「 明 清 湘 鄂 贛 地 區 的 “ 淮 界 ” 與 淮 塩 」『 明 清 中 央 集 権 與 地 域 経 済 』、

中 国 社 会 科 学 出 版 社 、 2 0 0 2 年 版 、 2 6 8 頁 。  
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管 理 す る よ う 中 央 政 府 に 申 請 し た 4。  

四 川 総 督 の 申 請 か ら 見 る と 、 川 塩 の 産 量 が 大 幅 に 増 加 し て い る が 、 四

川 省 は 私 塩 井 を 禁 止 せ ず 、 正 規 な 塩 政 管 理 に 加 入 し よ う と 考 え る が 、 そ

れ に 対 応 す る 合 法 的 な 販 売 地 が な い 。 も し 新 た な 販 売 地 が な け れ ば 、 現

在 の 四 川 塩 販 売 地 の 塩 引 額 を 増 加 す る と 、 市 場 需 要 を 越 え る 売 れ な い 塩

引 額 を 作 り 出 す こ と と な る 。 一 方 で 、 四 川 か ら 近 い 湖 北 帰 州 な ど の 州 県

は 地 元 の 民 は 私 塩 井 が 多 い 四 川 雲 陽 県 に 来 て 私 塩 を 買 い 、 湖 北 に 転 売 す

る こ と が 一 般 的 な 行 為 で あ っ た 。 即 ち 、 四 川 省 は 長 期 間 に わ た っ て 私 塩

の 生 産 ・ 販 売 ・ 運 輸 を 禁 止 す る こ と が な か っ た 。 こ こ で は 四 川 私 塩 の 湖

北 販 売 を 合 法 化 し 、 制 度 化 と よ う と し て い る 。 そ の 狙 い は 湖 北 西 部 の 州

県 を 四 川 塩 の 販 売 地 に 変 更 し 、 両 淮 塩 政 の 塩 引 を 四 川 塩 引 に 変 更 し 、 四

川 の 財 政 収 入 を 拡 大 す る こ と で あ っ た と 考 え ら れ る 。  

こ れ に 対 し 、両 淮 塩 政 噶 爾 泰 は 二 つ の 理 由 で 断 固 反 対 の 意 見 を 述 べ た 。

そ の 理 由 の 一 つ 目 は 私 塩 密 輸 を 放 任 す る 四 川 総 督 に 反 対 し て 密 輸 を 行 政

区 を 境 と し て 取 締 を 強 化 す べ き だ と 考 え 、 湖 北 西 部 の 一 部 が 四 川 官 塩 の

販 売 区 と な る と 四 川 塩 が 行 政 区 に 基 づ く 取 締 体 制 を 突 破 し て 合 法 的 に 湖

北 に 進 入 で き る よ う に な り 、 さ ら に 私 塩 と し て 湖 北 他 の 淮 塩 販 売 区 に 侵

入 す る 恐 れ が あ る 。 二 つ 目 は 四 川 省 が 淮 塩 塩 引 の 代 わ り に 四 川 塩 引 の 増

加 を す る こ と か ら 一 見 す る と 国 に と っ て 損 が 無 い よ う に 見 え る が 、 四 川

塩 引 の 税 率 は 淮 塩 よ り 低 い の で 、 事 実 上 の 税 収 減 少 の 恐 れ が あ る 。 そ の

た め 、 現 体 制 を 維 持 す べ き だ と 考 え る 5。  

 雍 正 九 年 四 川 駅 塩 道 曹 源 邠 ・ 十 二 年 四 川 総 督 黄 廷 桂 ・ 乾 隆 元 年 大 学 士

朱 轼 な ど の 官 僚 が 相 次 い で 申 請 し た が 、 戸 部 は 噶 爾 泰 の 論 述 を 引 用 し て

却 下 し た 6。戸 部 は 噶 爾 泰 の 意 見 に 完 全 に 賛 同 し 、四 川 私 塩 を 官 塩 に 編 入

し て 湖 北 に 販 売 す る 提 案 を 何 度 も 拒 否 し て い た 。  

雍 正 後 期 に 至 っ て 、 淮 塩 販 売 区 が 隣 接 地 区 の 私 塩 に 侵 入 さ れ る 問 題 は

益 々 深 刻 に な っ た 。 こ の 点 を 重 視 す る 雍 正 帝 は 以 下 の よ う に 述 べ た 。  

                                                        
4  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 3 3 頁 。   
5  同 書 、 2 3 3－ 2 3 4 頁 。   
6  同 書 、 2 3 4 頁 。   
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[ . . . ]  各 省 塩 政 關 係 國 計 民 生 ， 所 當 加 意 整 理 ， 兩 淮 塩 務 之 積 弊 更 在

他 省 之 上 此 中 外 所 共 知 者。大 約 塩 法 之 行，必 以 緝 私 為 首 務。  [ . . . ]  兩

淮 行 塩 地 方  [ . . . ]  之 侵 越，而 湖 廣 地 方 更 甚  [ . . . ]  在 江 南，督 臣 亦 不 過

責 成 自 己 所 屬 地 方 ， 至 諮 會 臨 省 即 未 必 有 乎 輒 應 ， 此 私 販 之 所 以 難 靖

也  [ . . . ]  特 頒 此 旨，曉 諭 湖 廣 等 省 督 撫 等，務 矢 公 心，以 臨 省 之 事 視 為

己 事，嚴 飭 文 武 官 弁 同 心 協 力  [ . . . ]  使 川、粵、浙、蘆 之 私 不 敢 越 界 橫

行  [ . . . ]  7。  

 

 [ . . . ]  各 省 塩 政 は 国 家 財 政 と 民 間 需 要 に か か わ り 、 厳 重 に 整 理 す

べ き だ 。 特 に 各 省 よ り 深 刻 な 両 淮 塩 政 の 問 題 は す で に 周 知 の こ と で

あ る 。 塩 法 の 実 行 に は 私 塩 の 取 り 締 ま り は 最 も 重 要 で あ り 、 最 優 先

す べ き だ 。 [ . . . ]  両 淮 塩 販 売 区 へ の  [ . . . ]  侵 入 は 湖 広 地 方 に お い て も

っ と も 深 刻 だ 。 [ . . . ]  江 南 で は 総 督 は 自 分 が 管 轄 す る 地 域 し か 監 督 で

き な い の で 、 隣 接 の 省 に 協 力 を 求 め て も 必 ず し も 応 じ ら れ な い 。 こ

れ は 私 塩 販 売 の 消 滅 で き な い 原 因 で あ る 。 [ . . . ]  特 に こ の 命 令 を 下 す

の は 、 湖 広 な ど の 省 の 総 督 ・ 巡 撫 に 必 ず 公 心 を も っ て 隣 接 省 の 問 題

を 自 分 の 責 任 だ と 認 識 し 、 文 武 各 部 下 と 共 同 に 隣 接 省 と 協 力 し て  

[ . . . ]  四 川 ・ 広 東 ・ 浙 江 ・ 長 蘆 の 私 塩 に 販 売 区 を 超 え さ せ て 横 行 し な

い よ う と 望 む た め で あ る 8。  

 

雍 正 帝 は 販 売 区 を 越 え る 私 塩 の 問 題 に 対 し 、 境 界 に お い て の 取 締 を 強

化 す る 方 針 で あ っ た 。 今 ま で の 取 締 不 足 の 原 因 は 淮 塩 塩 政 を 管 理 す る 両

江 総 督 の 力 が 自 分 の 管 轄 省 以 外 に 及 ば ず 、 他 の 淮 塩 販 売 区 の 省 の 官 僚 が

取 締 に 力 を 入 れ な か っ た た め 、 私 塩 が こ れ に 乗 じ て 販 売 区 を 越 え た と 雍

正 帝 は 認 識 し て い る 。 雍 正 帝 は 湖 北 省 に 対 し 、 両 江 総 督 と 協 力 し て 私 塩

取 締 を 確 実 に 行 う よ う 催 促 す る 。 こ の 両 淮 塩 販 売 区 の 保 護 を 中 心 と す る

政 策 の 下 で は 販 売 区 の 境 界 線 を 破 っ て 四 川 塩 を 湖 北 に 販 売 す る と い う 四

                                                        
7  王 世 球 『 兩 淮 塩 法 志 』  卷 一 、 2 2 — 2 3 頁 、 乾 隆 十 三 年 。  
8  筆 者 訳  
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川 省 の 要 求 が 許 可 さ れ る 可 能 性 は な い と 見 ら れ る 。  

乾 隆 二 年 、 中 央 側 は 運 銷 制 度 の 改 革 か ら 私 塩 侵 入 の 問 題 を 解 決 し よ う

と す る 。 大 学 士 張 廷 玉 は 淮 塩 販 売 区 と し て の 湖 広 の 四 川 と 隣 接 す る 巴 東

な ど の 地 域 は 私 塩 に 侵 入 さ れ る こ と が 最 も 深 刻 で あ り 、 そ の 原 因 は 湖 北

地 元 の 水 商 9は 売 り や す い 地 域 で 販 売 す る し か な く 、地 方 官 僚 も 私 塩 取 締

と 運 銷 の 促 進 を し な い か ら で あ る と 指 摘 し 、 湖 広 総 督 に 対 し て 官 引 が 届

か な い 州 県 を 徹 底 調 査 す る よ う 命 じ 、 さ ら に 水 商 を 募 集 し て 運 輸 を さ せ

る か 、 官 運 官 銷 制 を 実 行 す る か 、 公 立 塩 店 を 設 立 す る か 、 打 開 策 を 議 論

し て 定 め る よ う 要 求 し た 1 0。  

上 記 の 史 実 に 基 づ け ば 四 川 私 塩 の 湖 北 侵 入 の 放 任 は 乾 隆 二 年 ま で 相 変

わ ら ず 存 在 し て お り 、 湖 北 に お い て 淮 塩 ・ 淮 塩 引 の 到 達 地 域 は 次 第 に 縮

ま り 、 湖 北 官 僚 も 四 川 省 と 同 じ く 私 塩 の 侵 入 を 放 任 し て い た こ と が 分 か

る 。 塩 引 を 審 査 せ ず 、 淮 塩 運 銷 を 担 当 す る 水 商 に 自 由 販 売 さ せ る 湖 北 省

に 対 し 、 中 央 側 は 湖 北 省 に 対 し て ど ん な 手 を 使 っ て も 淮 塩 と 淮 塩 引 の 到

達 範 囲 を 全 省 に 及 ば せ 、 四 川 私 塩 に 占 領 さ れ た 市 場 を 奪 還 す る よ う 命 じ

た 。 そ れ に 対 し 、 湖 広 総 督 史 貽 直 は 以 下 の よ う に 述 べ た 。  

 

[ . . . ]  楚 省 地 方 除 湖 北 新 辟 地 方 及 川 省 改 隸 之 建 始 縣 向 食 川 塩  [ . . . ]

其 餘 俱 銷 淮 塩 。 由 淮 商 運 赴 漢 口 ， 小 販 領 執 水 程 ， 轉 運 各 口 岸 行 銷 ，

內 有 距 漢 窎 遠 ， 而 接 壤 川 粵 之 湖 北 巴 東 、 歸 州 、 興 山 、 長 陽  [ . . . ]  名

為 淮 南 綱 地 ， 俱 食 川 粵 塩 斤 。 因 商 販 不 肯 賠 本 運 塩 ， 民 情 萬 難 舍 賤 買

貴，非 盡 地 方 官 緝 私 之 不 力，有 不 得 不 通 融 籌 辦 者。查 道 州 巴 東 等 屬，

地 處 萬 山，自 漢 口 至 彼 水 陸 間 隔 二 千 餘 裡 ，合 算 腳 價 每 斤 非 三 四 分 莫

辦 。 而 本 地 塩 價 至 貴 不 過 一 分 ， 商 販 安 肯 運 赴 折 閱 之 地 。 此 招 募 水 商

轉 運 之 難 也。淮 塩 既 難 運 到 該 地，居 民 相 距 川 粵 行 塩 地 面 近 或 數 十 裡，

遠 或 數 百 里 ， 皆 趁 墟 之 便 ， 將 米 、 穀 等 物 換 塩 以 食 ， 其 價 甚 平 ， 亦 不

樂 更 食 淮 塩 也。若 論 官 運 官 銷 勢 必 照 本 發 賣，是 欲 強 民 舍 賤 買 貴。 [ . . . ]  

                                                        
9  水 運 で 塩 を 運 輸 ・ 販 売 す る 塩 商 人  
1 0  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 3 4 頁 。   
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至 塩 臣 前 奏 之 酌 設 公 店 與 續 奏 之 議 設 總 阜 ， 其 說 大 略 相 仿 。  [ . . . ]  若

議 改 食 川 粵 之 塩 ， 未 免 淮 塩 地 界 失 其 藩 籬 ， 將 見 臨 私 充 斥 ， 官 引 不 能

暢 銷 ， 國 課 商 膏 均 有 關 係 ， 是 楚 省 塩 斤 向 例 截 長 補 短 通 融 銷 售 ， 雖 間

有 數 州 縣 零 星 買 食 臨 私，而 每 歲 額 引 有 增 無 減，數 十 年 來 從 未 議 及 清

理 綱 地 ， 惟 於 宜 昌 、 衡 州 二 府 地 方 專 設 川 粵 兩 卡 足 矣 杜 絕 私 梟 。 勿 庸

另 籌 別 策  [ . . . ]  仍 照 往 例 通 銷  [ . . . ]  諭 該 地 方 官 如 遇 淮 塩 不 能 接 濟 ，

准 其 遵 零 星 食 塩 免 其 緝 捕 之 恩 旨 ， 聽 從 民 便 。 但 不 得 過 十 斤 以 上 ， 亦

不 許 轉 相 貨 賣 。  [ . . . ]  部 議 ， 如 所 奏 1 1。  

 

[ . . . ]  湖 広 地 方 で は 湖 北 の 新 た に 開 拓 し た 地 方 と 四 川 か ら 編 入 し

た 建 始 県 が 従 来 か ら 四 川 塩 を 食 用 し て い る 以 外 、  [ . . . ]  全 て 淮 塩 を

販 売 す る 。淮 商 に よ っ て 漢 口 に 運 輸 し 、小 売 商 人 に よ っ て 水 程 を 持

っ て 各 販 売 地 ま で 引 き 続 き 運 銷 を 行 う 。販 売 地 の 中 に は 漢 口 か ら 遠

く 、 四 川 ・ 広 東 と 隣 接 す る 湖 北 巴 東 ・ 帰 州 ・ 興 山 ・ 長 陽  [ . . . ]  な ど

の 名 目 上 の 淮 南 引 の 販 売 地 が あ り 、実 際 に は 四 川・広 東 塩 を 食 用 し

て い る 。そ の 原 因 は 商 人 は 採 算 が と れ な い た め 販 売 せ ず 、民 も 高 価

な 塩 を 買 わ な い か ら で あ る 。地 方 官 僚 が 私 塩 取 締 を し な い わ け で は

な く 、本 当 に 融 通 を き か せ ざ る を え な い 事 情 な の で あ る 。道 州・巴

東 な ど の と こ ろ は 山 奥 に 位 置 し て お り 、漢 口 か ら 二 千 里 余 り の 距 離

が あ り 、 一 斤 あ た り の 運 輸 コ ス ト は 三 四 分 が な い と 運 輸 で き な い 。

そ れ に 対 し 地 元 の 塩 価 格 は 高 く て も 一 分 に 過 ぎ な い の で 、商 人 は 決

し て 採 算 が と れ な い 運 銷 を し な い 。こ れ が 地 元 ま で 運 輸 す る 水 商 を

募 集 す こ と が 困 難 な 原 因 で あ る 。こ の よ う に 淮 塩 は 届 か な い の に 対

し 、四 川・広 東 塩 な ど の 販 売 地 域 へ の 距 離 は 数 十 里 か 遠 く て も 数 百

里 に 過 ぎ な い た め 、地 元 の 住 民 は 農 村 貿 易 の 機 会 に 乗 じ て 米 な ど を

以 て 塩 を 購 買 す る 。そ の 価 格 は 低 い た め 、な お さ ら 淮 塩 を 買 お う と

し な い で あ る 。も し 官 運 官 銷 制 を 実 行 し た ら 、必 ず そ の 運 輸 コ ス ト

を 回 収 す る よ う に 販 売 す る の で 、住 民 に 高 価 な 塩 を 強 制 購 買 さ せ る

                                                        
1 1  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 3 4 — 2 3 6 頁 。  
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こ と に な る 。 [ . . . ]  塩 臣 (両 淮 塩 政 )が 提 案 す る 官 立 塩 店 や 総 頭 (総 店 )

な ど の 方 法 も そ れ と 大 体 に 同 じ よ う な も の で あ る 。  [ . . . ]  も し 四

川・広 東 塩 に 正 式 に 変 更 し た ら 、淮 塩 販 売 区 の 壁 が 失 わ れ 、隣 接 省

の 私 塩 が 横 行 す る た め 、官 塩 引 が 売 れ な く な る 。国 と 淮 商 と も 損 失

を 被 る 。湖 広 は 本 来 遠 い 距 離 を 運 輸 せ ね ば な ら な い 塩 引 を よ り 近 い

場 所 で 販 売 す る と い う 融 通 の 方 法 が あ り 、そ の 結 果 、販 売 地 に 数 箇

所 の 隣 接 省 か ら 私 塩 を 販 売 す る 州 県 が あ っ て も 毎 年 の 完 成 し た 塩

引 定 額 を 増 加 す る こ と が あ る が 、 減 少 し た こ と は な い 。 数 十 年 来 、

淮 塩 販 売 区 の 整 理 に 議 論 が 及 ん だ こ と は な く 、た だ 宜 昌・衡 州 二 府

で 四 川・広 東 私 塩 対 策 の 関 を 設 置 す れ ば 充 分 に 対 応 で き る 問 題 で あ

り 、 別 の 方 法 は 特 に 必 要 な い 。 [ . . . ]  今 の 体 制 を 維 持 す れ ば よ い 。  

[ . . . ]  も し 該 当 地 方 の 淮 塩 が 足 り な い 場 合 が あ れ ば 、 十 斤 の 幅 を 超

え な い 小 売 に 対 す る 取 締 を し な い と い う 皇 帝 の 命 令 に 従 っ て 地 方

官 が 販 売 さ せ 、民 に 便 利 を 与 え 、た だ 転 売 を 禁 止 す れ ば よ い 。 [ . . . ]  

戸 部 が 返 事 し 、 賛 同 し た  [ . . . ] 1 2。  

 

湖 広 総 督 は 湖 広 が 淮 塩 の 販 売 地 で あ る が 、 淮 塩 の 販 売 範 囲 は よ り 小 さ

い こ と も 認 め た 。 淮 商 は 湖 広 全 域 ま で 運 銷 す る わ け で は な く 、 漢 口 で 地

元 の 水 商 に 転 売 し て 、 水 商 に よ っ て 引 き 続 き 運 銷 を 行 う 。 転 売 に お い て

塩 引 を 使 わ ず 、 湖 広 当 局 発 行 す る 「 水 程 」 と い う 仮 塩 引 を 水 商 に 渡 し 、

水 商 は 本 来 の 塩 引 の 規 定 に 従 わ ず 、 販 売 し や す く 、 運 輸 コ ス ト も 低 い 地

域 へ 販 売 し た が 、 湖 広 当 局 は こ れ に 対 し 干 渉 し な い 。 巴 東 の よ う な 淮 塩

が 届 か な い 地 域 で は 、 湖 広 当 局 は 四 川 私 塩 の 侵 入 を 容 認 し て 住 民 の 需 要

を 満 足 さ せ る 。 こ れ ら の 地 域 は 淮 塩 販 売 区 と し て は 形 骸 的 に な っ た 。 湖

広 の こ の よ う な 運 銷 体 制 に つ い て は 黄 国 信 氏 の 湖 南 ・ 江 西 南 部 の 運 銷 体

制 に つ い て の 先 行 研 究 に お い て 広 東 塩 法 と の 関 連 の 視 点 か ら 、 湖 南 南 部

に お い て 明 代 後 期 か ら 清 代 に か け て 食 塩 の 販 売 に 塩 引 は 使 用 さ れ て い な

い こ と を 指 摘 し た 1 3。  

                                                        
1 2  筆 者 訳  

1 3  黃 國 信  『 區 與 界 ： 清 代 湘 粵 贛 界 臨 地 區 食 塩 專 賣 研 究 』 三 聯 書 店 、 2 0 0 6 年
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 中 央 か ら の 水 商 を 監 督 し な い と い う 批 判 に 対 し 、 湖 広 総 督 は 運 輸 コ ス

ト が 高 く 、 淮 塩 が 辺 鄙 地 方 へ 到 達 し て も 売 れ な い と 反 論 し 、 四 川 総 督 と

同 じ く 私 塩 取 締 を し な い こ と を 認 め る が 、 高 価 の 淮 塩 官 塩 が 住 民 に 受 け

入 れ な い こ と が 原 因 で あ る こ と を 強 調 し た 。  

 湖 広 の 運 銷 体 制 は 四 川 塩 の 雲 南 ・ 貴 州 販 売 区 の 体 制 と 類 似 す る 。 塩 引

を 持 つ 商 人 が 全 過 程 の 運 銷 を す る の で は な く 、中 途 で 小 売 商 人 に 転 売 し 、

官 側 は 塩 引 で は な く 別 の 販 売 証 明 を 渡 し て 自 由 販 売 を 許 す こ と と し た 。

中 央 側 は 本 来 の 引 法 の 通 り に 塩 引 を 最 後 の 販 売 地 ま で 運 銷 さ せ よ う と 要

求 し た が 、地 方 官 僚 の 自 主 的 な 制 度 変 革 を 強 制 的 に 整 理 す る の で は な く 、

長 期 間 に わ た っ て 容 認 し た 。 湖 広 の 運 銷 体 制 は 淮 塩 商 人 が 沿 海 部 か ら 湖

広 西 部 辺 境 ま で の 運 輸 コ ス ト を 全 部 負 担 す る こ と を 避 け る も の で 、 四 川

当 局 の 滇 黔 辺 岸 に お け る 省 境 で 截 角 を す る 体 制 と 類 似 し 、 商 人 の 運 銷 時

間 と 塩 引 回 収 時 間 を 減 少 す る 役 割 を 果 た し て い た 。 湖 広 当 局 が 水 商 に 渡

す 水 程 は 四 川 当 局 が 商 人 に 渡 す 「 引 紙 」 や 貴 州 当 局 が 商 人 に 渡 す 「 票 」

な ど と 同 じ く 、 自 由 販 売 が で き る 証 明 書 で あ る 。 湖 広 当 局 は い ま ま で の

体 制 に 対 し て そ の 合 理 性 を 強 調 し 、 湖 広 西 部 の 私 塩 に 対 す る 放 任 も 皇 帝

に 許 さ れ る 十 斤 以 下 の 小 売 だ と 主 張 し て 続 行 し た 。  

中 央 側 か ら の 淮 塩 販 売 地 の 縮 小 に よ る 淮 塩 引 の 積 み 残 し と い う 懸 念 に

対 し 、 湖 広 当 局 は 従 来 か ら 長 距 離 塩 引 を 短 距 離 に 販 売 す る と い う 方 法 で

対 応 し て い る の で 、 塩 引 定 額 の 販 売 未 完 成 が 出 た こ と も な い と い う 。 即

ち 、 販 売 区 が 縮 小 し て も 必 ず し も 販 売 額 が 減 少 す る と は 限 ら な い 。 塩 引

の 販 売 定 額 は 中 央 の 意 思 で 増 加 し て い た に も か か わ ら ず 塩 引 を 完 売 し た

こ と は 、 こ の 融 通 の 方 法 が 有 効 な 運 銷 体 制 だ と 証 明 し て い る 。 こ の 融 通

の 方 法 は 四 川 に お け る 潼 商 の 売 れ な い 塩 引 を 犍 商 に 代 銷 さ せ る こ と と 同

じ く 、 容 易 に 販 売 で き る 地 域 で 販 売 が 困 難 な 地 域 の 販 売 定 額 を 代 銷 す る

こ と に 相 当 す る 。  

 湖 広 総 督 が 指 摘 す る 従 来 の 運 銷 方 法 は 、 行 政 区 の 境 で 私 塩 を 止 め る と

い う 噶 爾 泰 の 論 述 を 否 定 し て い る 。 な ぜ な ら 、 私 塩 の 侵 入 は 湖 広 の 従 来
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の 運 銷 方 法 に よ っ て 容 認 さ れ 、 行 政 区 を 長 い 期 間 に わ た っ て 突 破 し て い

た 実 際 の 湖 広 西 部 の 一 部 の 市 場 を 占 領 し た に も か か わ ら ず 、 淮 塩 の 販 売

額 に は 欠 損 を 与 え な か っ た か ら で あ る 。 こ の 運 銷 方 法 は 私 塩 を 容 認 す る

と い う 点 が 長 い 間 、 公 に 議 論 し て 正 式 化 し 、 整 理 す る こ と が で き な か っ

た 原 因 だ と 考 え ら れ る 。 し か し 、 中 央 に 厳 重 注 意 さ れ 、 運 銷 方 法 を 本 来

の 正 規 の 引 法 通 り に 復 帰 せ よ と 命 じ ら れ る に い た っ て 、 融 通 の 方 法 の 合

理 性 を 訴 え た 。 そ し て 淮 塩 引 の 定 額 収 入 を 確 保 し た 上 、 さ ら に 宜 昌 で 私

塩 取 締 の 関 を 設 置 し 、 私 塩 が さ ら に 侵 入 す る こ と を 防 い た の で 、 よ う や

く 現 体 制 の 維 持 と 融 通 の 方 法 の 正 規 化 が 許 可 さ れ た 。  

 中 央 側 が 提 案 す る 官 運 制 や 官 立 塩 店 な ど の 淮 塩 販 売 区 を 完 全 に 恢 復 す

る 方 法 は 高 い 運 輸 コ ス ト を 避 け ら れ ず 、 必 ず 高 価 格 で 販 売 す る こ と に な

っ て 、 低 価 の 川 塩 と 競 争 に は な ら な い の で 、 最 終 的 に は 民 に 強 制 販 売 す

る し か な い 。 こ の 点 か ら 、 中 央 政 府 が 定 め た 販 売 区 は 最 初 か ら 非 合 理 的

な 区 画 で あ り 、 川 塩 の 湖 北 西 部 へ の 進 出 は 必 然 的 な こ と で あ っ た こ と が

分 か る 。 戸 部 が 今 ま で の 実 際 の 運 銷 体 制 を 承 認 し 、 川 塩 は よ う や く 合 法

的 に 宜 昌 以 西 の 地 域 に 進 出 す る こ と が で き た 。 今 ま で の 私 塩 を 放 任 し て

い た 四 川 ・ 湖 広 の 官 僚 は 塩 政 収 入 を 確 保 さ れ た だ け で は な く 、 さ ら に 拡

大 し た こ と に よ っ て 処 罰 さ れ る こ と が な か っ た 。  

 

三 、 嘉 庆 ・ 道 光 年 間 の 湖 北 川 塩 販 売 区  

川 塩 が 湖 北 西 部 八 州 県 に 合 法 に 進 出 で き た 後 、 戸 部 は 販 売 す る 塩 は 川

塩 で あ る た め 、 そ の 塩 引 の 発 売 権 ・ 奏 銷 の 義 務 を 四 川 に 帰 す る の は 当 然

だ と 考 え 、 乾 隆 三 年 か ら こ れ ら の 州 県 の 販 売 は 四 川 当 局 に よ っ て 商 人 に

塩 引 を 渡 し 、 塩 引 が 湖 北 州 県 で 審 査 さ れ 、 奏 銷 ・ 考 成 は 四 川 官 僚 の 義 務

と な る よ う に 実 行 さ れ て い た 1 4。こ れ は 極 め て 正 常 な 引 法 で あ る 。し か し

嘉 慶 年 間 に 入 る と 、 四 川 当 局 は 戸 部 の 規 定 に 従 わ ず に 実 行 す る よ う に な

っ た 。四 川 官 僚 は 湖 北 省 に「 も し 塩 引 を (湖 北 )該 当 州 県 ま で 持 っ て 行 け ば 、
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別 省 ま で の 徴 収 監 督 に 不 便 で あ る 1 5。」 と 説 明 し た 。 四 川 省 は 塩 引 を 外 省

ま で の 全 て の 運 銷 過 程 に お い て 商 人 に 携 帯 さ せ る こ と が 好 ま し く な い と

考 え る こ と は 明 ら か で あ る 。 乾 隆 年 間 に 雲 南 省 は 官 僚 を 四 川 の 塩 場 に 派

遣 し 、 塩 の 購 買 か ら 雲 南 へ の 運 輸 ・ 販 売 ま で の 全 て の 運 銷 過 程 を 一 手 に

引 き 受 け た い と 要 求 し た が 、 四 川 巡 撫 碩 色 は 「 も し 滇 省 の 提 案 に 従 い 、

派 遣 し た 官 僚 に 運 銷 を 委 ね 、 そ の 奏 銷 考 核 に つ い て は そ の ま ま 四 川 に 担

当 さ せ た な ら ば 、 四 川 に は 不 便 で あ る 1 6。」 と 述 べ た 。 湖 北 省 に 対 し て 同

じ 要 求 を す る 理 由 は 、 ま さ に こ の 塩 引 回 収 の 遅 れ に よ る 奏 銷 へ の 支 障 を

防 ぐ た め で あ る 。  

四 川 官 僚 の こ の よ う な 態 度 の 下 で 、 運 銷 を 担 当 す る 商 人 も 引 法 に 従 わ

ず に 実 行 す る よ う に な っ た 。 湖 北 塩 法 道 は 商 人 が 湖 北 付 近 の 徴 収 監 督 の

衙 門 で 納 税 し て 塩 引 を も ら う が 、 規 定 の 販 売 地 ま で 運 輸 せ ず 、 四 川 官 僚

は 規 定 さ れ た 販 売 地 の 地 方 官 の 職 名 を 取 っ て 奏 銷 ・ 考 成 を 行 っ た と 指 摘

し た 1 7。即 ち 、四 川 官 僚 は 規 定 の 販 売 地 を 無 視 し 、四 川 商 人 の 湖 北 省 に お

い て の 自 由 販 売 を 許 し 、 さ ら に 奏 銷 に 対 応 す る た め に 規 定 通 り に 運 銷 し

た と 捏 造 し て い た 。 湖 北 省 は 塩 引 は 必 ず 塩 と と も に 湖 広 の 規 定 の 販 売 地

ま で 運 び 、 湖 北 省 に よ っ て 塩 引 を 審 査 し 、 奏 銷 は も ち ろ ん 四 川 当 局 に よ

っ て 行 う が 、 一 年 度 分 の 塩 引 を 全 て 湖 広 官 僚 に よ っ て 截 角 を 完 了 し て か

ら 四 川 省 に 回 収 す る の で あ る と 四 川 側 に 要 求 し た 1 8。こ れ で 、湖 広 当 局 の

截 角 の 権 限 を 確 保 す る こ と に よ っ て 塩 引 規 定 通 り に 販 売 地 ま で 運 銷 す る

こ と を 四 川 商 人 に 強 制 で き る 。  

こ の 提 案 は 四 川 側 か ら 反 対 に あ っ た 。 四 川 総 督 勒 保 は 湖 北 塩 法 道 に 反

論 す る 際 、 湖 北 の 川 塩 販 売 区 の 交 通 困 難 に よ っ て 塩 引 回 収 に 遅 延 が 生 じ

る と 述 べ る 他 に 、 四 川 省 は 塩 引 を 湖 北 ま で 持 た せ な か っ た 理 由 は 、 四 川

商 人 の 塩 引 を 持 っ た 運 銷 は 湖 北 淮 塩 商 に 私 塩 販 売 の 掩 護 だ と 批 判 さ れ 、
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四 川 当 局 は そ の た め に 携 帯 さ せ な か っ た の で あ る 1 9。  

湖 北 省 は 淮 塩 販 売 区 の 淮 塩 運 銷 を 保 護 す る た め に 、 淮 商 を 招 い て 八 州

県 の 川 塩 の 運 銷 を 担 当 さ せ た が 、 淮 商 は 距 離 の 遠 い 四 川 に 行 く こ と を 望

ま ず 、嘉 慶 十 一 年 に 辞 退 し た 。八 州 県 は い ず れ も 貧 困 の 地 域 で あ る た め 、

運 銷 を 担 当 で き る 人 が お ら ず 、 結 局 湖 北 省 は ま た 四 川 商 人 に 任 せ ざ る を

え な か っ た 2 0。そ の 後 、運 銷 方 法 は 現 在 の よ う に 塩 引 が 指 定 販 売 地 ま で 行

か な い よ う に な っ た 。 こ の 手 法 は 四 川 省 が 早 め に 塩 引 を 回 収 し よ う と し

た た め の 行 動 だ と 考 え ら れ る 。  

 四 川 商 人 は 塩 引 に よ っ て 合 法 的 に 川 塩 を 運 銷 す る が 、 同 時 に 塩 引 定 額

以 上 の 私 塩 も 販 売 し て い た の で 、 淮 塩 販 売 に 衝 撃 を 与 え た 。 四 川 商 人 の

運 銷 を 監 督 す る 責 任 が あ る 四 川 当 局 は 湖 北 淮 塩 商 の ク レ ー ム を 受 け 、 本

来 塩 引 を 商 人 に 携 帯 さ せ る こ と が 好 ま し く な い こ と も あ っ て 、 つ い に こ

れ を 口 実 と し て 塩 引 を 四 川 商 人 に 携 帯 さ せ な い よ う に な っ た 。 販 売 証 明

が 無 く な る 四 川 商 人 は 、 こ れ に よ っ て 私 塩 取 締 か ら さ ら に 容 易 に 逃 れ る

こ と が で き る よ う に な っ た 。 こ れ に 対 し 、 湖 北 省 は 淮 塩 販 売 を 行 う 淮 商

を 招 い て 川 塩 運 銷 を さ せ 、 密 輸 の 四 川 商 人 を 市 場 か ら 排 除 す る と と も に

淮 塩 販 売 の 妨 害 を 防 ぐ こ と を 図 っ た が 、 淮 商 は 本 拠 地 の 沿 海 部 に 遠 い 四

川 省 ま で は 来 な い た め 、 再 び 運 銷 を 四 川 商 人 に 任 せ る し か な い 。 そ の 密

輸 を 防 ぐ た め に 本 来 の 正 規 の 引 法 を 恢 復 し 、 湖 北 側 が 塩 引 を 審 査 す る 権

限 を 、 早 め に 塩 引 を 回 収 す る 四 川 官 僚 か ら 奪 還 し よ う と 考 え た が 、 塩 引

を 湖 北 側 に 審 査 さ せ た く な い 四 川 総 督 は 私 塩 密 輸 の 責 任 を 湖 北 側 の 取 締

不 足 に 転 嫁 し 、 塩 引 を 湖 北 州 県 に 審 査 さ せ る こ と を 拒 否 し た 2 1。  

こ の 体 制 に お い て は 四 川 当 局 は 湖 北 に お け る 販 売 を 四 川 商 人 の 自 由 に

さ せ た こ と が 明 ら か で あ る 。 こ れ に よ っ て 四 川 当 局 は 塩 引 の 回 収 を 早 め

に 実 現 し 、 商 人 は 私 塩 販 売 を 実 現 し た が 、 建 始 県 な ど の よ う な 辺 鄙 な と

こ ろ は 塩 不 足 と な っ た 。 湖 北 省 が 自 ら の 要 求 を 戸 部 に 報 告 し た 後 、 戸 部

は こ れ を 許 可 し て 塩 と 塩 引 を 必 ず 湖 北 建 始 県 な ど の 八 州 県 ま で 運 輸 さ せ 、
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湖 北 省 官 僚 に よ っ て 審 査 さ せ る こ と を 命 じ た 2 2。  

淮 塩 専 売 の 収 入 は 清 朝 の 最 も 重 要 な 塩 政 収 入 で あ る た め 、 従 来 か ら 政

府 に 保 護 さ れ て い た 。 山 本 進 氏 の 先 行 研 究 に は 嘉 慶 年 間 に 清 朝 は 四 川 の

私 塩 が 湖 広 淮 塩 販 売 区 に 侵 入 さ せ な い よ う 四 川 当 局 に よ る 四 川 内 部 で 自

由 販 売 制 と な る 改 革 計 画 を 否 定 し た こ と を 述 べ て い る 2 3 。 湖 北 川 塩 販 売

区 は 淮 塩 販 売 区 と 隣 接 す る 最 前 線 で あ る た め 、 皇 帝 ・ 戸 部 は 川 塩 を 自 由

販 売 さ せ る こ と は な お さ ら 不 可 能 だ と 筆 者 は 推 測 し て い る 。 筆 者 は 前 稿

で 四 川 省 は 滇 黔 辺 岸 で 早 め に 截 角 を し て 塩 引 を 回 収 す る こ と に よ っ て 官

塩・私 塩 の 分 別 が な く な っ た こ と を 述 べ た 。貴 州 は 川 塩 の 販 売 区 で あ り 、

私 塩 が 混 入 し て も 川 塩 販 売 区 内 部 の 問 題 で あ っ た し 、 貴 州 当 局 の 支 持 も

得 た か ら 、 中 央 に 許 可 さ れ た 。 四 川 省 が 湖 北 で 同 じ こ と を す れ ば 、 私 塩

が 湖 北 川 塩 販 売 区 を 突 破 す る こ と は 容 易 で あ り 、 最 も 重 要 な 淮 塩 塩 課 を

脅 す こ と と な る 。 淮 塩 販 売 を 監 督 す る 義 務 が あ る 湖 北 省 は 四 川 商 人 の 自

由 販 売 を 禁 止 す る の は 当 然 だ と 考 え ら れ る 。  

そ の 後 、 四 川 商 人 は 交 通 状 況 が 悪 く 、 時 限 通 り に 運 銷 を 完 成 す る こ と

は 難 し い の で 、 四 川 辺 境 の 州 県 で 地 方 官 に 塩 引 を 渡 し た い と 四 川 当 局 に

陳 情 し た 。 四 川 当 局 は こ れ を 口 実 と し て ま た 四 川 辺 境 で 塩 引 を 回 収 す る

よ う に な っ た 。 こ れ に 対 し 、 嘉 慶 二 十 四 年 に 湖 北 省 は 四 川 に 嘉 慶 十 三 年

の 戸 部 の 命 令 を 改 め て 声 明 し 、「 塩・塩 引 が 分 离 し た ら 官・私 塩 を 判 別 で

き な く な る 2 4。」 と 私 塩 を 放 任 す る 四 川 省 を 批 判 し た 。  

四 川 塩 茶 道 奇 成 額 は こ の 批 判 を 受 け 、 四 川 省 の 滇 黔 辺 岸 に お け る 塩 引

を 引 根 ・ 引 紙 に 分 け る 方 法 に 倣 い 、 夔 州 府 通 判 が 塩 道 か ら 引 を 領 収 す る

時 、 塩 道 が 同 時 に 印 票 を 与 え 、 そ の 中 に 夔 州 府 通 判 に よ っ て 水 陸 塩 引 の

様 式 と 同 じ く 規 定 の 運 銷 額 を 詳 し く 書 き 、 商 人 が 塩 引 に よ っ て 塩 場 か ら

塩 を 運 ん で 夔 州 の 関 に 審 査 を 受 け る 際 、 夔 州 府 通 判 に よ っ て 塩 引 を 回 収

                                                        
2 2  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 8 4 頁 。  
2 3  山 本 進 、「 清 代 後 期 四 川 に お け る 塩 政 再 建 政 策 」  『 名 古 屋 大 学 東 洋 史 研 究

報 告 』 2 3 号 、 9 1 頁 。  
2 4  丁 寶 楨 、『 四 川 塩 法 志 』、 續 修 四 庫 全 書 本 、 上 海 古 籍 出 版 社 、 2 0 0 2 年 版 、

1 6 4 頁 。  
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し て 印 票 を 与 え て 截 角 さ せ る と 提 案 し た 2 5。  

こ の 提 案 は 皇 帝 に 許 可 さ れ 、 印 票 を 必 ず 塩 と 同 時 に 指 定 販 売 地 の 官 僚

に よ る 審 査 す る よ う 命 じ ら れ た 2 6 。 四 川 省 は 官 僚 の 融 通 を き か し た 引 法

が 私 塩 販 売 の 補 助 と な っ た と い う 湖 北 側 の 批 判 に 対 し 、否 定 し な か っ た 。

戸 部 の 命 令 を 受 け 、 販 売 証 明 を 湖 北 の 指 定 さ れ た 販 売 地 の 官 僚 に 審 査 さ

せ る と 同 時 に 早 め に 塩 引 を 回 収 で き る と い う 利 益 を 保 つ に は 、 滇 黔 辺 岸

の 川 塩 の よ う な 運 銷 制 度 を 導 入 す る し か な い 。即 ち 、滇 黔 辺 岸 と 同 じ く 、

回 収 す る 塩 引 と 運 銷 し た 先 で 用 い る 販 売 証 と を 分 け る し か な い 。 塩 引 は

四 川 辺 境 の 夔 州 の 関 で 四 川 官 僚 が 回 収 し 、 塩 引 の 規 定 と 同 じ 内 容 の 印 票

を 商 人 に 与 え 、 そ れ を 湖 北 省 官 僚 に 審 査 さ せ れ ば 、 規 定 の 販 売 地 ま で 運

銷 す る こ と を 湖 北 側 の 望 み 通 り に 強 制 で き る 。 印 票 は 滇 黔 辺 岸 の 引 紙 と

同 じ 役 割 で あ る と い え る 。  

こ こ に 至 っ て 、 運 銷 の 体 制 は 滇 黔 辺 岸 と 同 じ に な っ た 。 し か し 、 運 銷

を 行 う 商 人 の 実 際 の 行 動 は 滇 黔 辺 岸 と は 異 な っ て い る 。 滇 黔 辺 岸 で は 塩

引 を 回 収 さ れ た 後 は 自 由 販 売 と な る の に 対 し 、 湖 北 で は 元 の 塩 引 と 同 じ

く 規 定 の 販 売 地 で 官 僚 の 審 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 差 異

が 生 ま れ た 原 因 は 、 貴 州 当 局 は 小 売 で 自 由 販 売 さ せ る こ と を 通 じ て 本 来

な 川 塩 販 売 区 で あ っ た 貴 州 省 内 の 課 税 権 を 得 る よ う と し た の に 対 し 、 湖

北 当 局 は 主 な 販 売 区 は 淮 塩 販 売 区 で あ り 、 そ の 私 塩 取 締 と 販 売 監 督 の 責

任 を 持 っ た た め 、 川 塩 私 塩 を 防 が な け れ ば な ら な か っ た た め で あ る 。 湖

北 の 要 求 は 中 央 側 の 淮 塩 重 視 の 政 策 と は 一 致 し て い る た め 、 そ れ と 反 対

の 四 川 当 局 の 融 通 を き か す 塩 法 改 革 は 必 ず 禁 止 さ れ る 。 四 川 当 局 が 融 通

を き か す 理 由 は 塩 引 を 早 め に 回 収 す る た め で あ り 、 こ の 新 体 制 に よ っ て

目 的 を 実 現 し た 上 、湖 北 と 同 じ く 商 人 の 販 売 地 ま で 運 輸 を 強 制 し て い る 。

こ れ で 、 今 ま で の 四 川 商 人 の 陳 情 で 塩 引 を 早 め に 回 収 す る の は 口 実 で あ

る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

滇 黔 辺 岸 の 体 制 に よ っ て 貴 州 省 内 の 自 由 販 売 と な っ た 重 要 な 原 因 は 貴

                                                        
2 5  同 書 、 1 6 5 頁 。   
2 6  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 8 7 頁 。  
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州 側 の 小 売 を 許 し た こ と で あ る が 、 も し こ の よ う な 販 売 地 省 当 局 の 融 通

を き か す 行 動 さ え な け れ ば 、 四 川 当 局 の 塩 引 と 引 紙 (印 票 )を 分 け る こ と

は 中 央 に も 認 め ら れ た 有 効 な 運 銷 方 法 で あ り 、 塩 引 と 同 じ く 販 売 証 明 の

役 割 を 果 た せ る も の で あ る 。 し た が っ て こ の 方 法 が 有 効 か 否 か は 販 売 地

当 局 の 政 策 次 第 だ と 証 明 で き る 。 新 体 制 の 実 行 と と も に 四 川 商 人 は 指 定

の 販 売 地 ま で の 運 銷 は 強 制 さ れ た が 、 運 輸 コ ス ト が 高 い 鶴 峰 ・ 長 楽 二 州

県 へ の 運 銷 を 望 む 四 川 商 人 は ほ と ん ど い な か っ た 。  

塩 が 届 か な い 状 況 に 鑑 み 、 両 江 総 督 陶 澍 は 下 記 の よ う に 提 案 し た 。  

 

查 鶴、長 二 州 縣 行 銷 川 省 引 塩  [ . . . ]  身 家 殷 實 者 斷 不 肯 遠 赴 川 省 辦 運，

即 使 有 人 願 往 以 自 己 之 資 本 行 川 省 之 引 塩 ， 必 以 多 銷 為 貴 ， 亦 未 必 甘

為 淮 商 通 岸 作 保 固 藩 籬 之 計 。 [ . . . ]  惟 有 委 員 前 往  [ . . . ]  由 楚 岸 先 行 撥

給 銀 二 千 兩 暫 時 辦 運 川 塩  [ . . . ]  前 商 因 費 大 無 利，從 不 往 辦，只 每 年 照

數 納 課 ， 或 在 巫 山 一 帶 有 等 包 手 代 銷 、 代 納 ， 已 成 慣 常 ， 鶴 、 長 二 岸

既 不 能 如 額 行 銷 ， 而 川 私 又 借 此 百 弊 叢 生  [ . . . ]  應 將 額 行 引 張 暫 行 停

止  [ . . . ]擬 請 籌 發 銀 八 千 兩 以 作 塩 價 2 7。  

 

[ . . . ]  鶴 峰・長 楽 二 州 県 は 四 川 塩 引 を 運 銷 し て い る が  [ . . . ]  大 資 本 を

持 つ 商 人 は 四 川 か ら 運 輸 す る こ と が 出 来 な い  [ . . . ]  た と え 自 分 の 資

本 で 四 川 引 塩 を 運 銷 し よ う と す る 人 物 が い た と し て も 、必 ず (塩 引 額 )

よ り 多 く 販 売 し よ う と し 、 と 同 時 に 淮 塩 販 売 区 の 境 界 線 を 必 ず し も

守 る と は 限 ら な い 。 [ . . . ]  唯 一 の 方 法 は 官 僚 を 委 任 し て  [ . . . ]  湖 北 に

よ っ て 二 千 両 を 予 め 支 給 し て 川 塩 の 運 銷 を 担 当 さ せ る 。 [ . . . ]  以 前 は

コ ス ト が 高 く 、商 人 が 利 益 を 得 ら れ な い た め に 、担 当 せ ず 、毎 年 塩 課

を 納 付 す る が 、 巫 山 の 一 帯 で 代 銷 商 人 に 転 売 す る こ と が 習 慣 と な っ

て い た 。鶴 峰・長 楽 二 州 県 は 販 売 額 が 不 足 す る 上 に 、四 川 私 塩 に よ っ

て 生 じ た 悪 影 響 も 多 か っ た の で  [ . . . ]  定 額 の 塩 引 を 撤 廃 し て  [ . . . ]  

                                                        
2 7  丁 寶 楨  『 四 川 塩 法 志 』  續 修 四 庫 全 書 本 、 上 海 古 籍 出 版 社 、 2 0 0 2 年 版 、

1 6 5－ 1 6 6 頁 。   
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八 千 両 の 経 費 を 以 て 塩 運 銷 の コ ス ト と す る よ う お 願 い 申 し 上 げ る 2 8。 

 

 鶴 峰 ・ 長 楽 に 存 在 す る 運 銷 不 足 の 問 題 は 運 銷 コ ス ト が 高 い た め に 四 川

商 人 は 行 き た く な か っ た 。 敢 え て 行 く と い う 商 人 は 必 ず 同 時 に 私 塩 販 売

を し て 塩 引 額 以 上 の 利 益 を 求 め る 。 そ し て 印 票 制 度 が 実 行 さ れ る 前 に は

四 川 商 人 は 実 に 運 銷 全 過 程 を 実 行 せ ず 、四 川 辺 境 の 巫 山 で 転 売 し て い た 。

購 買 し た 商 人 は も ち ろ ん 鶴 峰 ・ 長 楽 な ど の 辺 鄙 地 方 へ 行 か ず 、 私 塩 と 一

緒 に 淮 塩 販 売 区 へ 販 売 し て い た の で あ る 。 印 票 制 度 が 実 行 さ れ た 後 も 、

運 輸 コ ス ト は 変 わ ら な い の で 、 商 人 が 鶴 峰 ・ 長 楽 な ど へ 行 か な い か 、 行

く な ら 必 ず 以 前 と 同 じ く 私 塩 販 売 を す る こ と が 考 え ら れ 、 結 局 、 私 塩 販

売 と 鶴 峰 ・ 長 楽 の 塩 不 足 の 問 題 は 解 決 で き な い 。 淮 商 は 四 川 へ 運 銷 に 行

か な い の で 、 運 銷 コ ス ト は 経 費 に よ っ て 負 担 し 、 実 行 は 両 江 総 督 に 派 遣

さ れ た 官 僚 に よ っ て 行 う 。 こ れ に よ り 、 私 塩 密 輸 を 従 来 か ら 行 っ て い る

四 川 商 人 を 排 除 し 、 鶴 峰 ・ 長 楽 の 塩 不 足 の 問 題 も 解 決 で き る 。 両 江 総 督

は 塩 引 の 早 期 回 収 を 目 的 と す る 四 川 当 局 に 対 し て 塩 引 定 額 を 撤 廃 す る こ

と に よ っ て 四 川 当 局 の 塩 引 回 収 の 義 務 自 体 を 免 除 し 、 四 川 省 は 塩 場 で 湖

北 省 の 経 費 を 得 れ ば 済 む よ う に な っ た 。  

こ の 提 案 は 許 可 さ れ 、実 行 に 移 さ れ た 2 9。道 光 十 六 年 、湖 広 総 督 林 則 徐

は 両 江 総 督 の 遠 い 四 川 へ 派 遣 す る 部 下 へ の 監 督 が 難 し く 、 汚 職 防 止 の た

め 、 川 塩 官 運 の 業 務 を 湖 北 省 官 僚 に 移 行 す る よ う と 皇 帝 に 申 請 し 、 許 可

さ れ た が 、運 銷 制 度 に お い て は 変 更 し な か っ た 3 0。こ の 体 制 は 事 実 上 四 川

省 当 局 と 商 人 を と も に 湖 北 川 塩 の 運 銷 か ら 排 除 し 、 湖 北 の 川 塩 運 銷 を 淮

塩 塩 政 の 管 理 下 に 編 入 し た 。 湖 北 の 経 費 負 担 は 増 加 し た が 、 最 も 重 要 な

淮 塩 の 塩 政 収 入 は こ れ に よ っ て 確 保 し た の で あ る 。  

 

四 、 結 論  

                                                        
2 8  筆 者 訳  
2 9  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 8 8 頁 。  
3 0  『 清 塩 法 志 』、 稀 見 明 清 経 済 史 料 叢 刊 第 二 輯 第 十 二 册 、 国 家 図 書 館 出 版 社 、

2 0 1 2 年 版 、 2 9 0 頁 。  
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咸 豊 以 前 の 四 川 塩 の 湖 北 進 出 を 振 り 返 っ て み る と 、 清 朝 の 運 銷 体 制 へ

の 関 心 は 淮 塩 運 銷 の 確 保 を 中 心 と し て い た こ と が 分 か る 。 湖 北 西 部 は 淮

塩 が 届 か な い た め 、 四 川 私 塩 が 市 場 を 占 拠 し た 。 こ の 地 域 に お け る 淮 塩

販 売 額 の 達 成 が 困 難 で あ る と 認 識 す る 湖 広 当 局 は 、 淮 塩 販 売 総 額 を 減 ら

さ な い と い う 前 提 で 川 塩 の 進 出 を 容 認 し た が 、 こ れ は 私 塩 が さ ら に 侵 入

す る 機 会 と な っ た 。 四 川 側 の 官 僚 は 自 ら の 奏 銷 の 便 利 の た め 、 早 め に 塩

引 の 回 収 を 行 っ た 結 果 、 四 川 商 人 の 湖 北 に お け る 私 塩 販 売 を 放 任 し 、 淮

塩 販 売 監 督 義 務 の あ る 湖 北 省 の 不 満 を 招 い た 。 中 央 と 湖 北 省 は 四 川 省 の

融 通 を き か す 手 段 を 潰 し 、 湖 北 省 の 販 売 証 明 の 審 査 権 を 奪 還 し た が 、 四

川 商 人 の 私 塩 密 輸 は 依 然 と し て 存 在 し て い た 。 そ れ に 対 し 、 両 江 総 督 ・

湖 広 総 督 は 官 運 制 を 導 入 し 、四 川 官 僚 の 奏 銷 に 関 す る 利 益 を 保 つ 一 方 で 、

四 川 商 人 を 運 銷 か ら 完 全 に 排 除 し た 。  

こ れ を 滇 黔 辺 岸 に お け る 川 塩 の 運 銷 制 度 と 比 較 す る と 、地 方 官 僚・政 府

の 自 主 的 な 融 通 を き か す 行 動 に 対 す る 清 朝 中 央 政 府 の 容 認 の 限 界 が 見 て

取 れ る 。 同 じ 販 売 区 内 の 販 売 定 額 を 達 成 す る 以 上 の 行 動 を 許 し た 。 例 え

ば 川 塩 販 売 区 の 貴 州 に お け る 塩 引 早 期 回 収 ・ 自 由 販 売 ・ 私 塩 放 任 は 許 さ

れ た 。 湖 広 に お け る 水 商 の 淮 塩 の 自 由 販 売 も 許 さ れ た 。 し か し 、 湖 北 川

塩 販 売 区 に お け る 塩 引 の 早 期 回 収 ・ 自 由 販 売 ・ 私 塩 放 任 は そ の す ぐ そ ば

の 淮 塩 販 売 区 に 侵 入 す る 私 塩 の 販 売 を 促 進 す る こ と と な り 、 滇 黔 辺 岸 に

お け る 手 段 と ほ ぼ 同 じ で あ る に も か か わ ら ず 、 中 央 ・ 湖 広 に よ っ て 禁 止

さ れ 、 四 川 商 人 を 排 除 す る 官 運 制 が 成 立 し た 。  
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